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要要約約

本研究は，災害弱者といわれる障害児とその家族の自然災害時の支援ボランティア養成プログ

ラム（肥後・永仮 ）にリジリエンスを中心とした支援者支援の内容を追加したプログラムの

効果を検証することを目的としている。検証の結果，改良版のプログラムもこれまでと同じく参加

者から好意的な反応を得ており，自然災害時のボランティアに参加したいという意欲についてはこ

れまで以上に高まっていることが分かった。また，プログラムの参加者は，新型コロナウイルスウ

イルス禍の影響を受け大部分を遠隔形式での授業で学んできた大学生であったが，そのような参加

者に対して，本プログラムがコミュニケーション・トレーニングとして機能したことが明らかとな

った。
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ⅠⅠ 問問題題とと目目的的

日本はその地理的特徴等により，自然災害を受けやすい。プレート運動に影響を受ける地震や

火山活動をみても， 年の東日本大震災， 年の熊本地震， 年の北海道胆振東部など，

記録的な大規模地震が起きており，これらに伴う津波なども確認されている。また，著者らの在住

する鹿児島県については，生活域に活火山が存在しているだけでなく，平成 年台風 号を代表

するような，台風の接近による暴風や豪雨の被害も見られる。

このように，我が国では非常に多くの記録的自然災害が確認されるため，これら災害への備え

は私たちの生活に欠かせないものとなっている。その際に課題となるのが，高齢者，障害者，乳幼

児等の災害弱者（要配慮者）への対応であると思われる。災害弱者を対象とした避難施設として，

福祉避難所が存在するものの，運営には複数の課題が挙げられている（大門 ）。また，福祉避

難所は地域の判断により開設される二次的避難所であるため，一般の避難所における災害弱者のニ

ーズへ対応する準備は不可欠であるといえる。このような折，災害弱者のニーズへ対応する方略と

してボランティアの養成と活用は欠かすことができないと考えられる。

本稿第一著者は， 年頃より大学 ～ 年生を対象とした被災した障害児とその家族の支援ボ

ランティア養成のためのプログラム開発とその効果に関する研究を行ってきた。その過程で作成さ

れたプログラムが「自然災害後の障がいのある子どものための支援にかかわるボランティアのため

に」である。プログラムに参加した大学生からは，災害時の障害児やその家族に関する知識の獲得，

ボランティア活動への参加意欲の向上をめざしたボランティア養成プログラムとしての有効性だけ

でなく，状態不安の改善や心理的な活性化が確認されている（肥後・有村 ）。一方で，

年に実施された同プログラムにおいて，ボランティア活動への参加意欲が向上するものの，被災地

の現状や被災した障害児とその家族の困難さ，それを支援するボランティアに求められる能力を具

体的に知ったことで、心理的な準備不足を感じた参加者が確認された。そのため，これまで一定の

効果が確認された「自然災害後の障がいのある子どものための支援にかかわるボランティアのため

に」のプログラムにも改善の余地があると言える。

また，上述の 年に実施されたプログラム対象者（肥後・永仮 ）は，入学時より新型コ

ロナウイルス禍にある大学生であった。 年 月に国内での感染症例が確認された新型コロナ

ウイルス（ ）は，同月に指定感染症・権益感染症に指定され，

（ ）においても，「国際的な緊急事態」が宣言された。その後も急速に感染は拡大し，現在でも

新たな変異株が確認され その脅威は衰えていない。令和 年 月 日時点では，国内で累計

人の陽性者が確認されており，我々の生活に与えた影響の大きさがわかる。その中で

も特に学齢期に対する影響は大きく， 年 月 日から，全国すべての小学校・中学校・高校

などは春休みに入るまで臨時休校とする要請が出された。 年 月 日には，それまで 都道

府県を対象としていた緊急事態宣言を全国に拡大し，その効力は同年 月 日まで継続された。緊

急事態宣言の対象地域拡大を受け， 年 月 日時点では，全国の公立学校のうち ％が休校
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また，上述の 年に実施されたプログラム対象者（肥後・永仮 ）は，入学時より新型コ

ロナウイルス禍にある大学生であった。 年 月に国内での感染症例が確認された新型コロナ

ウイルス（ ）は，同月に指定感染症・権益感染症に指定され，

（ ）においても，「国際的な緊急事態」が宣言された。その後も急速に感染は拡大し，現在でも

新たな変異株が確認され その脅威は衰えていない。令和 年 月 日時点では，国内で累計

人の陽性者が確認されており，我々の生活に与えた影響の大きさがわかる。その中で

も特に学齢期に対する影響は大きく， 年 月 日から，全国すべての小学校・中学校・高校

などは春休みに入るまで臨時休校とする要請が出された。 年 月 日には，それまで 都道

府県を対象としていた緊急事態宣言を全国に拡大し，その効力は同年 月 日まで継続された。緊

急事態宣言の対象地域拡大を受け， 年 月 日時点では，全国の公立学校のうち ％が休校

措置をとっている（文科省 ）。このような状況下で，大学も非常に大きな影響を被ってきた。

入学式・卒業式をはじめとする行事の中止やサークル活動などの自粛，講義の遠隔化など学業面だ

けでなく，学生生活全般への影響が確認されている。このような生活様式の変化が大学生の人間関

係（中嶋 ）や身体，生活習慣（高橋・藤島 ）へ影響を及ぼすことが明らかとなっている。

その意味で新型コロナウイルス禍においての学生も被災者と言える。 年に実施されたプログ

ラム対象者は，特に人間関係の形成やコミュニケーションについての充足感を感じていることがア

ンケート結果からわかった（肥後・永仮 ）。この結果については，新型コロナウイルス禍の影

響における対人経験の不足も影響していると推測され，プログラムが閉塞的環境にある大学生に対

してコミュニケーション・トレーニングや相互援助的コミュニケーションの機会を提供していると

考えられた。

これらのことより本研究では，肥後・永仮（ ）の継続研究として「自然災害後の障がいのあ

る子どものための支援にかかわるボランティアのために」のプログラムに新規の内容を追加し，こ

れまでと同様の形式で実施した。プログラムの効果を分析する際は，新規の内容の効果とともに，

新型コロナウイルス禍における大学生へのコミュニケーション・トレーニングという側面からも分

析を行い，その影響について検証を行うこととした。

ⅡⅡ 方方法法

１１．．参参加加者者

年に保健学入門演習を受講した 大学の特別支援教育教員養成課程所属の学生 名。講義

開始時に全受講者へ収集したデータ等が研究に用いられることを書面と口頭で伝え，参加協力を要

請し同意を得た。また，本講義の受講者は大学 年生，大学 年生及び他大学からの編入生で構成

されている。大学 年生に関しては，入学時から新型コロナウイルスの影響により遠隔の講義を受

け続けていた。

２２．．ププロロググララムムのの内内容容及及びび実実施施手手続続きき

使用したプログラムは「自然災害後の障がいのある子どものための支援にかかわるボランティア

のために」であった。プログラムは大学のカリキュラムの「障害児保健学入門演習」として実施さ

れた。実施は大学が設定した遠隔授業実施期間外に 日間の連続集中講義形式で実施された。プロ

グラムは 分の時間枠を 日 回を基本としてその中にプログラムの内容を導入していった。プ

ログラムの内容は １に示した通りである。 １の網かけ部分は，肥後・永仮（ ）を

基に新規で追加した内容を示している。

３３．．ププロロググララムム効効果果のの評評価価

プログラムの実施前後（ 日目のオリエンテーション前と 日目のフォーカスグループインタビ

ュー後）に 種類の質問紙による心理アセスメントと実施後に最終アンケートのへの記入を依頼し

た。質問紙配布前に，研究の目的や収集されたデータから個人が特定されないように処理すること，
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１ ボランティア養成プログラムの講義内容 Ｌ：講義，ＧＷ：グループワーク

日付 プログラム内容 分類

１日目 １ オリエンテーションとアイスブレイク アイコンタクトに言葉を添えて

２ どちらさまで？

３ なんてあなたは，すばらしい！

４ 熊本の震災後，障害のある子どもたちと家族の体験１

５ 熊本の震災後，障害のある子どもたちと家族の体験２

６ 心理的緊急処置 と被災地支援

７ 心理的緊急処置ロール・プレイ

８ 災害支援者支援に関する諸概念

日目 １ 人はそもそも異なっている

２ 問題解決のためのグループ・コミュニケーション１

３ 法を用いた課題解決

４ 心と体のメインテナンス

５ 問題解決のためのグループ・コミュニケーション２

６ インシデントプロセスによる問題解決

７ フォーカスグループインタビュー

研究への協力の有無と講義の成績は影響しないことを紙面で説明したうえで，同意を示した者に質

問紙を配布した。

講義の効果を検証する資料として， ， ， ， 短縮版 ，最終アンケート

を用いた。

１

は， の略称であり，状態不安を測定する 項目から成る質問紙である。

状態不安は，自律神経の興奮などを伴う一時的，状況的な不安状態のことであり，「全くそうでな

い」「いくぶんそうである」「ほぼそうである」「全くそうである」までの 段階尺度で回答させる。

いずれも順に ～ 点を与え 一部の逆転項目は ～ 点を与え ，合計得点を算出する。合計点が高

いほど状況不安は高くなる。

２

は， の略称であり，特性不安を測定する 項目から成る質問紙である。

特性不安は，ストレス状況下において，状態不安を生み出す個人差特性のことであり，「決してそ

うでない」「たまにそうである」「しばしばそうである」「いつもそうである」までの 段階尺度で

回答させる。いずれも順に ～ 点を与え 一部の逆転項目は ～ 点を与え ，合計得点を算出する。

合計点が高いほど特性不安は高くなる。

３

は の略称である。何らかの行動をきちんと遂行できるかどう

かという予期 セルフ・エフィカシー認知，又は自己肯定感 の高低を「はい」「いいえ」の 段階

尺度で回答させる 項目から成る質問紙である。高得点ほどセルフ・エフィカシーは高くなる。

一般的にセルフ・エフィカシーが高ければ，ストレスフルな状況に遭遇しても身体的・精神的な健
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いほど状況不安は高くなる。

２

は， の略称であり，特性不安を測定する 項目から成る質問紙である。

特性不安は，ストレス状況下において，状態不安を生み出す個人差特性のことであり，「決してそ

うでない」「たまにそうである」「しばしばそうである」「いつもそうである」までの 段階尺度で

回答させる。いずれも順に ～ 点を与え 一部の逆転項目は ～ 点を与え ，合計得点を算出する。

合計点が高いほど特性不安は高くなる。

３

は の略称である。何らかの行動をきちんと遂行できるかどう

かという予期 セルフ・エフィカシー認知，又は自己肯定感 の高低を「はい」「いいえ」の 段階
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一般的にセルフ・エフィカシーが高ければ，ストレスフルな状況に遭遇しても身体的・精神的な健

康を損なわないとされる。

４ 短縮版

は の略称であり， は 年に発行された （短縮版）の

改訂版である。対象者が置かれた条件により変化する一時的な気分，感情の状態を評価する 項

目の質問紙であり，「怒り～敵意 」「混乱～当惑 」「抑うつ～落ち込み 」「疲労～無気力

」「緊張～不安 」「活気～活力 」「友好 」の 尺度と「

」から気分状態を評価する。 は怒りと他者への反感の状態，

は当惑と認知効率の低さという特徴， は自

己喪失感を伴う抑うつ気分， は，疲労感・無気力・活力低下，

は身体的な緊張や不安， は元気さ・躍動感・活力の高さ，

は他者に対するポジティブな情動をそれぞれ表す尺度となる。

５ 最終アンケート

最終アンケートは （ ）を使用し実施され，質問項目は全 問から構成された。

問 は参加者の属性を確認するものであり，問 はプログラムの参加状況を確認するものであった。

そのため，本研究では問 以降を分析の対象とした。問 以降の質問項目については に示

した。 の網かけ部分は，肥後・永仮（ ）を基に新規で追加した質問項目を示している。

最終アンケート質問項目

問 質問内容 回答方法

プログラムの全般的評価

３ 今回の 日のプログラムに参加して良かったと思いますか 件法

４ 問 でそのように回答した理由を教えてください 自由記述

５ 講義やグループワークのそれぞれについて体験者としての評価をお願いします 件法

６ 今回参加して何か得るものがあったと思いますか 件法

７ 問 でそのように回答した理由を教えてください 自由記述

自然災害時のボランティア養成プログラムとしての評価

８ 今回参加して，障害児とその家族の自然災害時のボランティア活動に参加・協力をし

てみたいと思いましたか

件法

９ 問 でそのように回答した理由を教えてください 自由記述

自然災害時の障害児とその家族の支援に関して，本プログラムに追加して欲しい内容

がありましたか

あった

なかった

追加して欲しい内容があった場合は，その内容について教えてください 自由記述

新型コロナウイルス禍におけるコミュニケーション・トレーニングとして評価

現在はコロナウイルスの影響により，対面形式の講義だけでなく遠隔形式の講義も行

われていますが，どちらの講義形式の方が参加者として好ましいと考えますか

件法

受講前よりも同級生と話しやすくなったと感じますか 件法

受講前よりも周りの人（同級生以外）と話しやすくなったとイメージしますか 件法

対面形式で実施したことにより，どのような利点があったと思いますか 自由記述

感想等 自由記述
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件法， 件法で回答する問については，それぞれの回答者数とその割合を求めた（少数第 位

以下切り捨て）。自由記述に関しては， 法（川喜田二郎・牧島信一 ）を用いて分析を行っ

た。 法を行う際には，必要に応じ参加者の記入した自由記述をそれぞれ内容で区切り，データ

として扱った。

ⅢⅢ 結結果果

１１．．心心理理テテスストトににみみるるププロロググララムムのの心心理理面面へへのの効効果果

１ と の事前と事後の平均値の変化

と は，プログラムの内容が不安感へ与える影響を評価するために実施された。

では，一時的，状態的な不安状態について評価し，点数が高いほど不安状態も高いと言え

る。 では，ストレス状況下において，不安状態を生み出す個人差特性を評価し，点数が高

いほど，個人差特性も高いと言える。

では，受講前の平均が 点 ＝ であったのに対し，受講後は 点 ＝

と 点の減少が見られた。ｔ検定を実施したところ，有意差は検出されなかった。

では，受講前の平均が 点 ＝ であったのに対し，受講後は 点 ＝

と 点の減少が見られた。ｔ検定を実施したところ，有意差は検出されなかった。

２ の事前と事後の平均値の変化

は，プログラムの内容がセルフ・エフィカシー（ストレスフルな状況への耐性）へ与える

影響を評価するために実施された。数値が高いほど，セルフ・エフィカシーも高いと言える。全体

の平均は受講前が 点 ＝ であったのに対し，受講後は 点 ＝ と 点の

減少が見られた。ｔ検定を実施したところ，有意差は検出されなかった。

３ 短縮版 の事前と事後の平均値の変化

は，プログラムの内容に対する一時的な気分，感情の状態を評価するために実施された。

質問紙から得られた素点を 得点へと換算し， 尺度それぞれで受講前と受講後について平均得点

の比較とｔ検定を行った。結果の要約を に示した。受講前後の比較を行うと「怒り～敵意

」「混乱～当惑 」「抑うつ～落ち込み 」「疲労～無気力 」「緊張～不安 」「 得

点」の平均得点は低下し，「活気～活力 」「友好 」の平均点は増加した。ｔ検定を実施した

ところ，「 得点」で両側 ％水準の有意差が検出された。残りの項目では，平均得点の変化は見

られたものの有意差は検出されなかった。 の網かけ部分は数値の増加が望ましい尺度であ

ることを示す。

２２．．最最終終アアンンケケーートトににみみるる参参加加者者ののププロロググララムムにに対対すするる評評価価

それぞれの記述に書かれたアルファベットは参加者の識別記号である。参加者の記述に複数の

意味が含まれている場合は意味文節で区切っており，アルファベットに続く数値は参加者の記述を

区切ったうちの何番目に当たるかを意味している。
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件法， 件法で回答する問については，それぞれの回答者数とその割合を求めた（少数第 位

以下切り捨て）。自由記述に関しては， 法（川喜田二郎・牧島信一 ）を用いて分析を行っ

た。 法を行う際には，必要に応じ参加者の記入した自由記述をそれぞれ内容で区切り，データ

として扱った。

ⅢⅢ 結結果果

１１．．心心理理テテスストトににみみるるププロロググララムムのの心心理理面面へへのの効効果果

１ と の事前と事後の平均値の変化

と は，プログラムの内容が不安感へ与える影響を評価するために実施された。

では，一時的，状態的な不安状態について評価し，点数が高いほど不安状態も高いと言え

る。 では，ストレス状況下において，不安状態を生み出す個人差特性を評価し，点数が高

いほど，個人差特性も高いと言える。

では，受講前の平均が 点 ＝ であったのに対し，受講後は 点 ＝

と 点の減少が見られた。ｔ検定を実施したところ，有意差は検出されなかった。

では，受講前の平均が 点 ＝ であったのに対し，受講後は 点 ＝

と 点の減少が見られた。ｔ検定を実施したところ，有意差は検出されなかった。

２ の事前と事後の平均値の変化

は，プログラムの内容がセルフ・エフィカシー（ストレスフルな状況への耐性）へ与える

影響を評価するために実施された。数値が高いほど，セルフ・エフィカシーも高いと言える。全体

の平均は受講前が 点 ＝ であったのに対し，受講後は 点 ＝ と 点の

減少が見られた。ｔ検定を実施したところ，有意差は検出されなかった。

３ 短縮版 の事前と事後の平均値の変化

は，プログラムの内容に対する一時的な気分，感情の状態を評価するために実施された。

質問紙から得られた素点を 得点へと換算し， 尺度それぞれで受講前と受講後について平均得点

の比較とｔ検定を行った。結果の要約を に示した。受講前後の比較を行うと「怒り～敵意

」「混乱～当惑 」「抑うつ～落ち込み 」「疲労～無気力 」「緊張～不安 」「 得

点」の平均得点は低下し，「活気～活力 」「友好 」の平均点は増加した。ｔ検定を実施した

ところ，「 得点」で両側 ％水準の有意差が検出された。残りの項目では，平均得点の変化は見

られたものの有意差は検出されなかった。 の網かけ部分は数値の増加が望ましい尺度であ

ることを示す。

２２．．最最終終アアンンケケーートトににみみるる参参加加者者ののププロロググララムムにに対対すするる評評価価

それぞれの記述に書かれたアルファベットは参加者の識別記号である。参加者の記述に複数の

意味が含まれている場合は意味文節で区切っており，アルファベットに続く数値は参加者の記述を

区切ったうちの何番目に当たるかを意味している。

の気分尺度の平均値の変化

気分尺度 平均 受講前 平均 受講後 差 結果

怒り～敵意 －

混乱～当惑 －

抑うつ～落ち込み －

疲労～無気力 －

緊張～不安 －

活気～活力 ＋

友好 ＋

－

＊： ％水準，＊＊：１％水準での有意差

１ プログラムの全般的評価に対する結果

プログラムの全般的評価を求めるために，問 ～ を実施した。

問 「今回の 日のプログラムに参加して良かったと思いますか」では， 名中 名

（ ％）が「大変そう思う」と回答し，１名（ ％）が「そう思う」と回答した。「あまり思

わない」，「全く思わない」と回答した参加者はいなかった。

自由記述形式を用い，問 の回答理由を尋ねた問 「問 でそのように回答した理由を教えてくだ

さい」については，「様々な見方，考え方を知れたから（ ）」「初めて知ることも多かったし、いろ

んな人と話したり考えを聞いたりすることができたから（ ）」「色々な意見を知れたから（ ）」な

どの記述が見られた。

問 「講義やグループワークのそれぞれについて体験者としての評価をお願いします」では，受講

者にプログラムの評価を①経験できてとても良かった，②経験できてまあよかった，③プログラム

にあってもなくてもよかった，④プログラムになくてもよかった，の 件法で質問した。結果の要

約を に示した。 の網かけ部分は，肥後・永仮（ ）を基に新規で追加した内容を

示している。

問 「今回参加して何か得るものがあったと思いますか」では， 名中 名（ ％）が「大

変そう思う」と回答し， 名（ ％）が「そう思う」と回答した。「あまり思わない」「全く思わ

ない」と回答した参加者はいなかった。自由記述形式を用い，問 の回答理由を尋ねた問 「問

でそのように回答した理由を教えてください」では，「自分にない視点に気づかせてもらえたから

（ ）」「障害児の視点から災害について考えたことがなかったので，今回初めて知ったことがたく

さんあったから（ ）」などの記述が見られた。

２ 自然災害時の「ボランティア養成プログラム」としての評価

自然災害時の「ボランティア養成プログラム」としての評価を求めるために，問 ～ を実施し

た。

問 「障害児とその家族の自然災害時のボランティア活動に参加・協力をしてみたいと思いまし

たか」では， 名中 名（ ％）が「大変そう思う」と回答し， 人名（ ％）が「そう思

う」と回答した。「あまり思わない」，「全く思わない」と回答した参加者はいなかった。
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受講者による各プログラムの必要性の評価 Ｌ：講義，ＧＷ：グループワーク

プログラム内容 分類 ① ② ③ ④

アイコンタクトに言葉を添えて

どちらさまで？（制限付きの自己紹介）

なんてあなたは，すばらしい！

熊本の震災後，障害のある子どもたちと家族の体験１

熊本の震災後，障害のある子どもたちと家族の体験２

心理的緊急処置 と被災地支援

心理的緊急処置ロール・プレイ

災害支援者支援に関する諸概念

人はそもそも異なっている

問題解決のためのグループ・コミュニケーション１

法を用いた課題解決

心と体のメインテナンス

問題解決のためのグループ・コミュニケーション２

インシデントプロセスによる問題解決

①経験できてとても良かった②経験できてまあよかった③プログラムにあってもなくてもよかった④プログラムになくてもよかった

自由記述形式を用い，問 の回答理由を尋ねた問 「問 でそのように回答した理由を教えてく

ださい」では，「自分が力になれるなら駆けつけてあげたいと思ったから（ ）」「支援を必要とする

障害児の役に立てたらと思ったから（ ）」などの記述が見られた。また，問 で「そう思う」と回

答した参加者については，「講義を聞いて興味を持ったから（ ）」「もちろん支援したいとは思うが、

自分のメンタルが元々とても弱いから決して健康的とは言えない気がしたので大変そう思うとは思

わなかったからです（ ）」「障害児とその家族の災害時のボランティアに関して興味を持ったが、

今の自分に障害児の心のケアができるか不安である（ ）」などの記述が見られた。

問 「自然災害時の障害児とその家族の支援に関して，本プログラムに追加して欲しい内容が

ありましたか」では， 名中 名が「（追加して欲しい内容が）あった」と回答した。

追加して欲しい内容を自由記述で尋ねた問 「その内容について教えてください」では，「以前、

津波が迫っているという状況で福祉施設、特別支援学校などはどういう行動をとったのか被災状況

はどうだったのか気になっていたので、今回の講義の被災後の子どもたちも非常に関心がありまし

たが、災害時のことも知りたいと思いました（ ）」という記述が見られた。

３ 新型コロナウイルス禍におけるコミュニケーション・トレーニングとしての評価

プログラムの新型コロナウイルス禍におけるコミュニケーション・トレーニングとしての評価

を求めるために 問 ～ を実施した。

問 「現在はコロナウイルスの影響により，対面形式の講義だけでなく遠隔形式の講義も行わ

れていますが，どちらの講義形式の方が参加者として好ましいと考えますか」では， 名中 名

（ ％）が「対面形式の講義」と回答し， 名（ ％）が「遠隔形式の講義」と回答した。

また，「どちらでもよい」と回答した者も 名（ ％）いた。

問 「受講前よりも同級生と話しやすくなったと感じますか」では， 名中 名（ ％）が
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受講者による各プログラムの必要性の評価 Ｌ：講義，ＧＷ：グループワーク

プログラム内容 分類 ① ② ③ ④

アイコンタクトに言葉を添えて

どちらさまで？（制限付きの自己紹介）

なんてあなたは，すばらしい！

熊本の震災後，障害のある子どもたちと家族の体験１

熊本の震災後，障害のある子どもたちと家族の体験２

心理的緊急処置 と被災地支援

心理的緊急処置ロール・プレイ

災害支援者支援に関する諸概念

人はそもそも異なっている

問題解決のためのグループ・コミュニケーション１

法を用いた課題解決

心と体のメインテナンス

問題解決のためのグループ・コミュニケーション２

インシデントプロセスによる問題解決

①経験できてとても良かった②経験できてまあよかった③プログラムにあってもなくてもよかった④プログラムになくてもよかった

自由記述形式を用い，問 の回答理由を尋ねた問 「問 でそのように回答した理由を教えてく

ださい」では，「自分が力になれるなら駆けつけてあげたいと思ったから（ ）」「支援を必要とする

障害児の役に立てたらと思ったから（ ）」などの記述が見られた。また，問 で「そう思う」と回

答した参加者については，「講義を聞いて興味を持ったから（ ）」「もちろん支援したいとは思うが、

自分のメンタルが元々とても弱いから決して健康的とは言えない気がしたので大変そう思うとは思

わなかったからです（ ）」「障害児とその家族の災害時のボランティアに関して興味を持ったが、

今の自分に障害児の心のケアができるか不安である（ ）」などの記述が見られた。

問 「自然災害時の障害児とその家族の支援に関して，本プログラムに追加して欲しい内容が

ありましたか」では， 名中 名が「（追加して欲しい内容が）あった」と回答した。

追加して欲しい内容を自由記述で尋ねた問 「その内容について教えてください」では，「以前、

津波が迫っているという状況で福祉施設、特別支援学校などはどういう行動をとったのか被災状況

はどうだったのか気になっていたので、今回の講義の被災後の子どもたちも非常に関心がありまし

たが、災害時のことも知りたいと思いました（ ）」という記述が見られた。

３ 新型コロナウイルス禍におけるコミュニケーション・トレーニングとしての評価

プログラムの新型コロナウイルス禍におけるコミュニケーション・トレーニングとしての評価

を求めるために 問 ～ を実施した。

問 「現在はコロナウイルスの影響により，対面形式の講義だけでなく遠隔形式の講義も行わ

れていますが，どちらの講義形式の方が参加者として好ましいと考えますか」では， 名中 名

（ ％）が「対面形式の講義」と回答し， 名（ ％）が「遠隔形式の講義」と回答した。

また，「どちらでもよい」と回答した者も 名（ ％）いた。

問 「受講前よりも同級生と話しやすくなったと感じますか」では， 名中 名（ ％）が

「とても話やすくなったと感じる」と回答し， 名（ ％）が「話やすくなったと感じる」と

回答した。「変わらないと思う」，「話にくくなったと感じる」，「とても話しにくくなったと感じ

る」と回答した参加者はいなかった。

問 「受講前よりも周りの人（同級生以外）と話しやすくなったとイメージしますか」では，

名中 名（ ％）が「とても話やすくなったとイメージする」と回答し， 名（ ％）が

「話やすくなったとイメージする」と回答した。また，「変わらないと思う」と回答した者も 名

（ ％）いた。「話にくくなったとイメージする」，「とても話にくくなったとイメージする」と

回答した参加者はいなかった。

問 「対面形式で実施したことにより，どのような利点があったと思いますか」については，

得られた自由記述を 法を用いて整理し， 「参加者の感じた，対面で実施したことによる利

点」を得た。大きな意味のまとまりとしては，「Ⅰ：遠隔形式による学習経験」，「Ⅱ：参加者同士

のコミュニケーションの促進」，「Ⅲ：グループワークへの充足感」の つに分類することができた。

「Ⅰ：遠隔形式による学習経験」には，「 だと自分から前に出ることのハードルがとても上

がる（ ）」，「 年生の時にほとんど全てを遠隔で受講していた（ ）」など つの記述が含ま

れている。これらの記述から，プログラムの参加者がこれまで遠隔形式の講義によりどのような経

験をしてきたかについて明らかになったため「遠隔形式による学習経験」として分類された。また

ここで見られる内容は，他の記述の前提になっており「Ⅱ：参加者同士のコミュニケーションの促

進」，「Ⅲ：グループワークへの充足感」のそれぞれに対して因果関係が見られた。

「Ⅱ：参加者同士のコミュニケーションの促進」には，さらに つの小分類（【】内で表記のタ

イトル）が含まれている。 つ目は，「相手の表情がみえた（ ）」，「グループワークがしやすい

（ ）」など つの記述が見られ，【対面形式の物理的効果】と分類された。 つ目は，「やっぱり

会って話すのがいちばん精神的に良いと思った（ ）」，「心を開きやすいと思う（ ）」など

つの記述が見られ，【情緒の安定への効果】と分類された。 つ目は，「人とちゃんと話せる機会が

できた（ ）」，「直接コミュニケーションをとれる（ ）」など つの記述が見られ，【コミュ

ニケーションの実感】と分類された。 つ目は，「久しぶりに特支のみんなに会えた（ ）」，

「仲良くなれた（ ）」など つの記述が見られ【関係性の再構築】と分類された。【対面の物理

的効果】は他の小分類のきっかけになっているため，それぞれへの因果関係が見られた。また，コ

ミュニケーションが実感されることで，参加者間の関係性が再構築され，構築された関係性の中で

次のコミュニケーションが生まれるため，【コミュニケーションの実感】と【関係性の再構築】は

相互に因果関係が見られた。【関係性の再構築】は「心を開きやすいと思う（ ）」，「とにかく

楽しかった（ ）」などの理由になっていると考えられるため，【情緒の安定への効果】に対して

因果関係が見られた。これら つの小分類は全て参加者間のコミュニケーションとその効果に関係

するため，「参加者同士のコミュニケーションの促進」として分類された。

「Ⅲ：グループワークへの充足感」には，「お互いの意見を直接聞くことで明らかに内容が頭に
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入ってきた（ ）」「体を使ったロールプレイができて、実際の場面を想像しやすかった（ ）」

など つの記述が見られた。記述の内容はいずれも講義内のグループワークと関連しており，グル

ープワークに対する満足感やプログラムの理解向上について述べられていたため，「グループワー

クへの充足感」と名付けられた。また，このまとまりは「対面の方が円滑に進む（ ）」，「自分

の意見を発表する機会がある（ ）」，「色々な人と意見を交換して、自分にはない視点を得られ

る（ ）」などの記述から他者とのコミュニケーションにも影響していると考えられ，「Ⅰ：参加

者同士のコミュニケーションの促進」と相互の因果関係が見られた。

４） 感想等

問 「感想等」は，他の質問項目で答えることのできなかった参加者の考えや，プログラムの

改善につながる記述を収集するために実施された。

参加者から収集された感想には，「他の学科でもやって損のない内容だと思いました（ ）」，「

日間自分になかった知識や知らなかった友人の考え方など知ることができて、改めて障害への向

き合い方が変わりました（ ）」といったプログラムへの好意的な記述が概ね見られた。

一方で，「グループワークが少ししんどかったけど、いろんな人と話せたのは本当に良かった

（ ）」というグループワークの持つ つの側面を示す記述もあった。

ⅣⅣ 考考察察

１１．．新新型型ココロロナナウウイイルルスス禍禍のの影影響響をを受受けけたた参参加加者者にに対対すするるププロロググララムムのの心心理理的的効効果果

， の結果から，それぞれ数値の減少が確認できるため，受講者の不安感が緩和

されたと考えられるが，有意な差には至らなかった。 についても，受講前後で有意な差は検

出されなかった。これらのことより， 年の参加者のみで判断すると不安感，セルフ・エフィ

カシーに対しては，どちらも大きな影響はなかった。しかし， 年の参加者についても心理テ

ストの結果から数値の増加や減少は確認されている。そこで，これらの数値の変動についてより詳

細な考察を行うために， 年に実施した本プログラムの結果（肥後・永仮 ）と 年に

実施した本プログラムの結果について比較を行った。比較の結果については に示した。

比較の結果から， 年の参加者については，数値の変化が 年の参加者に比べて小さいも

のの，受講後の数値について類似の傾向が見られることや，受講前の数値について大きな違いがあ

ることがわかった。

まず， については， 年の参加者に対し， 年の参加者が不安感の低い（数値の

小さい）状態で始まり，平均（受講後）についてはどちらも数値の減少を見せている。また，受講

前は 年の平均と の平均で 点の差があったのに対し，受講後は点数差が 点にな

っていることから，プログラムへの参加を通して不安感が近しい値まで収束したと考えられる。

については， 年の受講前の平均が 点，受講後には 点であったことに対し，

年では受講前から 点となっている。そのため， 年の参加者については， 年の
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問 「感想等」は，他の質問項目で答えることのできなかった参加者の考えや，プログラムの

改善につながる記述を収集するために実施された。

参加者から収集された感想には，「他の学科でもやって損のない内容だと思いました（ ）」，「

日間自分になかった知識や知らなかった友人の考え方など知ることができて、改めて障害への向

き合い方が変わりました（ ）」といったプログラムへの好意的な記述が概ね見られた。

一方で，「グループワークが少ししんどかったけど、いろんな人と話せたのは本当に良かった

（ ）」というグループワークの持つ つの側面を示す記述もあった。

ⅣⅣ 考考察察

１１．．新新型型ココロロナナウウイイルルスス禍禍のの影影響響をを受受けけたた参参加加者者にに対対すするるププロロググララムムのの心心理理的的効効果果

， の結果から，それぞれ数値の減少が確認できるため，受講者の不安感が緩和

されたと考えられるが，有意な差には至らなかった。 についても，受講前後で有意な差は検

出されなかった。これらのことより， 年の参加者のみで判断すると不安感，セルフ・エフィ

カシーに対しては，どちらも大きな影響はなかった。しかし， 年の参加者についても心理テ

ストの結果から数値の増加や減少は確認されている。そこで，これらの数値の変動についてより詳

細な考察を行うために， 年に実施した本プログラムの結果（肥後・永仮 ）と 年に

実施した本プログラムの結果について比較を行った。比較の結果については に示した。

比較の結果から， 年の参加者については，数値の変化が 年の参加者に比べて小さいも

のの，受講後の数値について類似の傾向が見られることや，受講前の数値について大きな違いがあ

ることがわかった。

まず， については， 年の参加者に対し， 年の参加者が不安感の低い（数値の

小さい）状態で始まり，平均（受講後）についてはどちらも数値の減少を見せている。また，受講

前は 年の平均と の平均で 点の差があったのに対し，受講後は点数差が 点にな

っていることから，プログラムへの参加を通して不安感が近しい値まで収束したと考えられる。

については， 年の受講前の平均が 点，受講後には 点であったことに対し，

年では受講前から 点となっている。そのため， 年の参加者については， 年の
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年参加者と 年参加者における心理アセスメントの結果の比較

検査項目 年度 平均 受講前 平均 受講後 点差 受講後－受講前

－

－

未実施 未実施

－

＋

－

参加者と比較すると，セルフ・エフィカシーがやや高い集団であり，プログラムが有効に機能しな

かったことが推測される。

短縮版 については，有意差が見られた数値は のみであったが，それぞれ数値の減少，

増加が確認はできる。そのため，新型コロナウイルス禍における参加者に，本プログラムが心理的

効果を発揮したかについて検証するため， 年と 年の結果を合わせ，新型コロナウイルス

禍における参加者への結果として に算出した。 より， を除く 尺度について優位

な差が出ていることがわかる。

新型コロナウイルス禍における参加者を対象とした 短縮版 の結果

気分尺度 平均 受講前 平均 受講後 結果

怒り～敵意

混乱～当惑

抑うつ～落ち込み

疲労～無気力

緊張～不安

活気～活力

友好

＊： ％水準，＊＊：１％水準での有意差

これらのことから，新型コロナウイルス禍における参加者に対して，本プログラムは不安感を緩

和する効果やネガティブな感情の状態を緩和し，自身や他者に対するポジティブな情動を高める効

果があったと考えられる。また，そのような効果は「情緒の安定への効果（ ）」と捉えること

もできる。そのため，対面形式での相互援助的なコミュニケーションやプログラムを通して参加者

間の関係性が再構築できたことが，新型コロナウイルス禍における大学生に対して心理的効果を発

揮したと考えられる。

一方で，セルフ・エフィカシーに関しては，新型コロナウイルス禍の影響下にある大学生であ

っても，プログラム参加前から で高い点数が見られる場合は，数値の上昇がほとんど見られ

ないことが新たにわかった。
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－
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＋

－

参加者と比較すると，セルフ・エフィカシーがやや高い集団であり，プログラムが有効に機能しな

かったことが推測される。

短縮版 については，有意差が見られた数値は のみであったが，それぞれ数値の減少，

増加が確認はできる。そのため，新型コロナウイルス禍における参加者に，本プログラムが心理的

効果を発揮したかについて検証するため， 年と 年の結果を合わせ，新型コロナウイルス

禍における参加者への結果として に算出した。 より， を除く 尺度について優位

な差が出ていることがわかる。

新型コロナウイルス禍における参加者を対象とした 短縮版 の結果

気分尺度 平均 受講前 平均 受講後 結果

怒り～敵意

混乱～当惑

抑うつ～落ち込み

疲労～無気力

緊張～不安

活気～活力

友好

＊： ％水準，＊＊：１％水準での有意差

これらのことから，新型コロナウイルス禍における参加者に対して，本プログラムは不安感を緩

和する効果やネガティブな感情の状態を緩和し，自身や他者に対するポジティブな情動を高める効

果があったと考えられる。また，そのような効果は「情緒の安定への効果（ ）」と捉えること

もできる。そのため，対面形式での相互援助的なコミュニケーションやプログラムを通して参加者

間の関係性が再構築できたことが，新型コロナウイルス禍における大学生に対して心理的効果を発

揮したと考えられる。

一方で，セルフ・エフィカシーに関しては，新型コロナウイルス禍の影響下にある大学生であ

っても，プログラム参加前から で高い点数が見られる場合は，数値の上昇がほとんど見られ

ないことが新たにわかった。

２２．．「「災災害害支支援援者者支支援援にに関関すするる諸諸概概念念」」のの効効果果

年のプログラムから新たに追加された「災害支援者支援に関する諸概念」は，バーンアウ

トや二次的トラウマティックストレス，支援者のリジリエンスなどについて扱った講義形式のプロ

グラム内容である。新たに追加した経緯として，これまでのプログラム参加者の中に，講義の内容

に満足しているものの，ボランティアとして被災地に加わることへ抵抗感を感じる者がいたことが

挙げられる。

「 受講者による各プログラムの必要性の評価」をみると，「災害支援者支援に関する諸

概念」も他の内容と同様に参加者にとって経験できてよい内容であったとわかる。また， 年

の参加者は「今回参加して，障害児とその家族の自然災害時のボランティア活動に参加・協力をし

てみたいと思いましたか」の問いに対して， ％が「大変そう思う」と回答し， ％が「そう思

う」と回答している。これに対し， 年の参加者は「大変そう思う」が ％になっており，「あ

まり思わない」，「全く思わない」と回答した参加者がいない。これらのことから， 年のプロ

グラムは 年に実施されたプログラムよりも，参加者のボランティア活動に対する参加意欲を

高める内容であり，「災害支援者支援に関する諸概念」が参加者のボランティア活動に対する準備

性に影響を与えた可能性が考えられる。

一方で，「そう思う」と回答した者の中に，「もちろん支援したいとは思うが、自分のメンタル

が元々とても弱いから決して健康的とは言えない気がしたので大変そう思うとは思わなかったから

です（ ）」「障害児とその家族の災害時のボランティアに関して興味を持ったが、今の自分に障害

児の心のケアができるか不安である（ ）」といった記述がみられる。このことは，新規の内容も，

準備性を高めると同時に，自らの健康の重要性や子どもに対する心のケアの必要性へとより広い視

点を提供した可能性を示すと考えられる。

３３．．対対面面形形式式でで行行うう本本ププロロググララムムのの意意義義

本プログラムの原案である肥後・有村（ ）では，プログラムの方向性の つとして「チーム

で支援をおこなえるための理論的背景と実践を経験できるということ」が挙げられている。そのた

め，本プログラムではチームで支援行うために必要な諸知識を授けるとともに，体験的なグループ

ワークを多数取り入れている（ ）。 年の参加者全員がプログラムの各内容に対して，

「経験できてとてもよかった」又は「経験できてまあよかった」と回答しており，講義形式，グル

ープワーク形式どちらでも評価の偏りがないことから，どちらも内容の満足度が高く，知識と実践

が相互に関連し，学びを深めることのできる構成になっていたと考えられる。このことは，

の「Ⅲ：グループワークへの充足感（ ）」に分類される「色々な人と意見を交換して、自分に

はない視点を得られる（ ）」，「この講義でこれがグループワークだと感じました（ ）」，「お互い

の意見を直接聞くことで明らかに内容が頭に入ってきた（ ）」の記述からも確認できる。そのた

め，本プログラムは講義形式に加え，実践的グループワークを取り入れることに意義があり，対面

形式での実施だからこそ効果を発揮できると考えられる。
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上述のように「チームで支援をおこなえるための理論的背景と実践を経験できるということ」

を念頭に置いた本プログラムは，参加者間が相互援助的なコミュニケーションを行うことを意図し

て構成されている。コロナウイルス禍の影響を受けてきた 年の参加者は，「Ⅰ：遠隔形式によ

る学習経験（ ）」で見られるように「 年生の時にほとんど全てを遠隔で受講していた

（ ）」という背景があり，「その人の表情や語り方、仕草など では伝わらないものがたくさ

んある（ ）」「 だと正直ブレイクアウトルームに入っても何も話さないとか顔を出さないと

か一言も発しない人がいる（ ）」のように，講義の中で満足のいくコミュニケーションをとるこ

とができていなかったと考えられる。そのような参加者が本プログラムを通し相互援助的なコミュ

ニケーションを経験したことで【コミュニケーションの実感（ ）】を得られ，【関係性の再構

築】や「Ⅱ：参加者同士のコミュニケーションの促進」に繋がったと考えられる。実際に，最終ア

ンケートの問 「受講前よりも同級生と話しやすくなったと感じますか」では，全ての参加者が

「とても話やすくなったと感じる」又は，「話やすくなったと感じる」と回答してことからも参加

者間の関係性が再構築され，より良好な関係性になったと考えられる。

また，最終アンケートの問 「受講前よりも周りの人（同級生以外）と話しやすくなったとイ

メージしますか」についても， 割以上の参加者が周りの人と話やすくなったとイメージしており，

本プログラムでの学びや経験を基に参加者の今後のコミュニケーションが変化していくことを予期

させる結果となった。問 では， 名の参加者が「変わらないと思う」と回答しているが，その

参加者も，問 では「とても話しやすくなったと感じる」と回答しており，問 「感想等」にお

いても「対面でグループディスカッションなどの活動を行うことで自分の意見を出すことができ、

また他者の意見を知ることができる貴重な講義であると感じた」と回答している。そのため，同じ

プログラムを受けた参加者同士でのコミュニケーションについては実感を伴う変化が起きたものの，

プログラム参加直後の時点では周りの人とのコミュニケーションの変化を予想できなかった可能性

が考えられる。

これらのことから，本プログラムはその効果を発揮するために対面形式で実施されたことが望ま

しかったと言える。本プログラムは，新型コロナウイルス禍の影響下で遠隔形式の授業を受けてき

た大学生に対しては，他者の存在を実感するコミュニケーションを行い，他者との関係性をより良

好なものへ再構築し，参加者の周囲とのコミュニケーションに影響を与えうるプログラムであると

考えられる。

ⅤⅤ 今今後後のの課課題題

本プログラムは，「ボランティア養成プログラム」としての効果と，新型コロナウイルス禍の状

況下のように活動に制限を受けた大学生に対する「コミュニケーション・トレーニング」としての

効果を有することが予想される。したがって，プログラムの発展の方向性として つを考えてみた

い。
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を念頭に置いた本プログラムは，参加者間が相互援助的なコミュニケーションを行うことを意図し

て構成されている。コロナウイルス禍の影響を受けてきた 年の参加者は，「Ⅰ：遠隔形式によ

る学習経験（ ）」で見られるように「 年生の時にほとんど全てを遠隔で受講していた

（ ）」という背景があり，「その人の表情や語り方、仕草など では伝わらないものがたくさ

んある（ ）」「 だと正直ブレイクアウトルームに入っても何も話さないとか顔を出さないと

か一言も発しない人がいる（ ）」のように，講義の中で満足のいくコミュニケーションをとるこ

とができていなかったと考えられる。そのような参加者が本プログラムを通し相互援助的なコミュ

ニケーションを経験したことで【コミュニケーションの実感（ ）】を得られ，【関係性の再構

築】や「Ⅱ：参加者同士のコミュニケーションの促進」に繋がったと考えられる。実際に，最終ア

ンケートの問 「受講前よりも同級生と話しやすくなったと感じますか」では，全ての参加者が

「とても話やすくなったと感じる」又は，「話やすくなったと感じる」と回答してことからも参加

者間の関係性が再構築され，より良好な関係性になったと考えられる。

また，最終アンケートの問 「受講前よりも周りの人（同級生以外）と話しやすくなったとイ

メージしますか」についても， 割以上の参加者が周りの人と話やすくなったとイメージしており，

本プログラムでの学びや経験を基に参加者の今後のコミュニケーションが変化していくことを予期

させる結果となった。問 では， 名の参加者が「変わらないと思う」と回答しているが，その

参加者も，問 では「とても話しやすくなったと感じる」と回答しており，問 「感想等」にお

いても「対面でグループディスカッションなどの活動を行うことで自分の意見を出すことができ、

また他者の意見を知ることができる貴重な講義であると感じた」と回答している。そのため，同じ

プログラムを受けた参加者同士でのコミュニケーションについては実感を伴う変化が起きたものの，

プログラム参加直後の時点では周りの人とのコミュニケーションの変化を予想できなかった可能性

が考えられる。

これらのことから，本プログラムはその効果を発揮するために対面形式で実施されたことが望ま

しかったと言える。本プログラムは，新型コロナウイルス禍の影響下で遠隔形式の授業を受けてき

た大学生に対しては，他者の存在を実感するコミュニケーションを行い，他者との関係性をより良

好なものへ再構築し，参加者の周囲とのコミュニケーションに影響を与えうるプログラムであると

考えられる。

ⅤⅤ 今今後後のの課課題題

本プログラムは，「ボランティア養成プログラム」としての効果と，新型コロナウイルス禍の状

況下のように活動に制限を受けた大学生に対する「コミュニケーション・トレーニング」としての

効果を有することが予想される。したがって，プログラムの発展の方向性として つを考えてみた

い。

つ目は，実際に被災地でボランティアとして活動することを想定したより実践的なプログラム

としての発展である。今回の研究では，支援者支援に関する諸知識を扱った講義形式の内容「災害

支援者支援に関する諸概念」を加えたことで，より多くの参加者が実際のボランティアに興味をも

つ結果となった。しかし，「もちろん支援したいとは思うが、自分のメンタルが元々とても弱いか

ら決して健康的とは言えない気がしたので大変そう思うとは思わなかったからです（ ）」「障害児

とその家族の災害時のボランティアに関して興味を持ったが、今の自分に障害児の心のケアができ

るか不安である（ ）」といった参加者の記述からはボランティアとして活動するための知識だけで

なく，自己効力感を高める必要もあるのではないかと考えられた。また，本プログラムを経験した

参加者が実際にボランティア活動をするにあたっても現地での救急法をはじめとしたより実践的な

能力を習得する必要がある。そのため，本プログラム今後さらに発展させていくことも可能である

と考えられる。

つ目は，新型コロナウイルス禍の影響を受けてきた大学生のように，何らかの制約によって直

接的コミュニケーションを制限された者へのコミュニケーション・トレーニングとしての発展であ

る。新型コロナウイルスの感染者は増減を行いながらも約 年間存在し続けている。そのため，

コロナの状態が今後も継続し，活動制限の設けられた新たな生活様式を続けなければならな

い可能性も考えられる。その際に本研究で用いられたプログラムは，人と人とのつながりの重要性

やコミュニケーションの楽しさを体験することのできる機会として役割を果たす可能性がある。そ

のため，コミュニケーション・トレーニングとしての側面をより重要視した発展やより多くの参加

者を想定したプログラムの改良についても需要があると考えられる。

今後も継続したデータの収集やプログラムの改良を行うことで，被災した障害児とその家族のニ

ーズに対応するボランティアを養成するだけでなく，プログラムの参加者の人としての在り方を支

援するプログラムになるよう改良を加える必要がある。
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